
年 月 日

公益財団法人 日本国際教育支援協会 理事長　殿

● 氏名

● 大学名等（2017年4月時点）

大学

学部 学科

年次在籍 （ 年 月 入学 年 月 卒業予定）

● 国籍・地域 ●生年月日 ● 性別

年 月 日

（2017年4月1日時点で満 歳）

〒 -

携帯電話：

〒 -

□自宅通学 □ □

[様式１]

2017年度 JT国内大学奨学金(大学推薦)　願書

   私は、2017年度JT国内大学奨学金（大学推薦）受給者として採用願いたく、下記記載事項に相違ありませんので、
ここに申請いたします。

申請者署名　（自筆） 印

1 2017 4

記

写真
　

　 最近6ヶ月以内に
　撮影したもの。

　　ﾀﾃ4.0cm×ﾖｺ3.0cm、
　上半身、脱帽、裏面に
　氏名を記入すること。

フリガナ

ﾛｰﾏ字

氏 名

漢字

● 2017年4月以降の住所等　（この住所を元に奨学生区分を決定します。なお、支給開始後は、原則として奨学生区分は変更しません。）

申請者住所：

TEL:

日本
（西暦）

男  ・  女

自宅外通学　（注） 自宅外（東京23区）通学 ※いずれかを選択

注）「自宅外」とは自宅から大学までの通学時間が公共交通機関を利用して2時間以上を要する者で自宅外に居住する者。自宅か
ら大学までの通学時間が2時間以内の場合は、自宅外に居住していても、「自宅」を選択すること。

E-mail （PC）:

自宅住所：
自宅外通学の場
合
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●家族の状況　（同一生計の家族として、同居、別居を問わず生計を同一にする者は全員記入してください。）

世帯人数（同一生計の家族数） 名

年令 同別居 職業

□同居　□別居 □同居　□別居

続柄 年令 同別居 職業 続柄

□同居　□別居 □同居　□別居

□同居　□別居

□同居　□別居

□同居　□別居

□自宅　□自宅外
□国立
□公立
□私立

□小学校　□中学校　□高等学校　□高等専門学校
■大学　□専修学校（高等課程）　□専修学校（専門課程） 1

□同居　□別居

就
学
者

続柄 年令 通学区分 在学学校 学年
授業料免除額　H29年度見込額

給付型奨学金　H29年度見込額

本人

就
学
者
を
除
く
家
族

千円

千円

□自宅　□自宅外
□国立
□公立
□私立

□小学校　□中学校　□高等学校　□高等専門学校
□大学　□専修学校（高等課程）　□専修学校（専門課程）

千円

千円

□自宅　□自宅外
□国立
□公立
□私立

□小学校　□中学校　□高等学校　□高等専門学校
□大学　□専修学校（高等課程）　□専修学校（専門課程）

チェック 項目 人数・金額・その他記載事項 提出書類等

□
母子・父子・独立

生計世帯
父親　（ □死亡　□生別 ）
母親　（ □死亡　□生別 ）

千円

千円

□自宅　□自宅外
□国立
□公立
□私立

□小学校　□中学校　□高等学校　□高等専門学校
□大学　□専修学校（高等課程）　□専修学校（専門課程）

千円

千円

□自宅　□自宅外
□国立
□公立
□私立

□小学校　□中学校　□高等学校　□高等専門学校
□大学　□専修学校（高等課程）　□専修学校（専門課程）

□
主たる家計支持者

が別居している
世帯

別居のために特別に支出している
1ケ月あたりの住居費・電気料・ガス料・上下水道費等　（　　　　　　　　千円）
＊勤務先から単身赴任手当等で補填される場合は、支出額から差し引くこと

様式7
[内定後]様式16
 住居光熱水費にか
かる領収書（写）など

□
火災、風水害、盗
難等の被害を受け

た世帯

被災年月日　（　　　　　年　　　月　　　日）
長期にわたって支出の増加となる年間金額　（　　　　　　千円/年）*家屋の修繕費、賃貸費など

長期にわたって収入の減少となる年間金額　（　　　　　　千円/年）*店舗や農地など

保険金・賠償金・確定申告時の雑損控除等　（　　　　　　　千円）

様式8
[内定後]様式17
 被災（罹災）証明書、修
繕の見積書及び保険金
で支払を受けた証明書
（写）など

□
障がい者がいる

世帯

障がい者数　（　　　　　人）
続柄　（　　　）　手帳番号　（　　　　　　　　　　　　　）種別（　　　　　　）等級（　　）
続柄　（　　　）　手帳番号　（　　　　　　　　　　　　　）種別（　　　　　　）等級（　　）

様式5
身体障がい者手帳
（写）

□
長期療養者
（6ヶ月以上）
がいる世帯

続柄　（　　　）　種別 （□入院 □通院 □自宅療養）　自己負担額 （年額　　　千円）
続柄　（　　　）　種別 （□入院 □通院 □自宅療養）　自己負担額 （年額　　　千円）

様式6
[内定後]
様式15-1,15-2
医師の診断書・領収
書、保険書類（写）な
ど

□ その他特記事項
家庭事情について証明書類が無いなどの特記事項がある場合
[様式9]その他特記事項記入用紙に記入すること

様式9
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＜平成28年1月～平成28年12月までの1年間の所得＞

①

②

③

④

⑤

⑥

＜平成28年1月～平成28年12月までの1年間の手当や援助による収入＞

⑦

⑧

⑨

⑩

＜平成28年1月以降、現在までの臨時所得＞

● 所得の状況　（同一生計の家族内において所得のあるもの全員分を記入してください。）

所得種別 備考 （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） 提出書類等

給与・役員報酬

平成28年分給与所得
者の源泉徴収票の
「支払金額」欄に記載
されている金額を記入

千円 千円 千円 千円
平成28年分給与所得
者の源泉徴収票（写）

平成28年分給与所得
者の源泉徴収票（写）

アルバイト
（源泉徴収票がない場合）

平成28年分の所得額
を記入 千円 千円 千円 千円

様式10

アルバイト
（源泉徴収票がある場合）

平成28年分給与所得
者の源泉徴収票の
「支払金額」欄に記載
されている金額を記入

千円 千円 千円 千円

平成28年分確定申告
書（写）

不動産・利子・配当
（必要経費控除後の金額）

平成28年分確定申告
書の「所得金額」欄に
記載されている金額を
記入

千円 千円 千円 千円
平成28年分確定申告
書（写）

事業所得
（必要経費控除後の金額）

平成28年分確定申告
書の「所得金額」欄に
記載されている金額を
記入

千円 千円 千円 千円

平成28年分確定申告
書（写）

所得種別 備考 （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） 提出書類等

その他の雑所得
（年金除く）

平成28年分確定申告
書の「所得金額」欄に
記載されている金額を
記入

千円 千円 千円 千円

様式12-1,12-2
雇用保険受給資格者
証（写）

年金・恩給

年金の源泉徴収票や
振込通知書等をもとに
平成28年分の受給額
を記入

千円 千円 千円 千円

様式12-1,12-2
年金の源泉徴収票、
振込通知書等（写）

失業給付金
雇用保険受給資格者
証をもとに平成28年分
の受給額を記入

千円 千円 千円 千円

給与　小計 ①、②、⑦、⑧、⑨　の合計 千円

給与以外　小計 ③、④、⑤、⑥、⑩　の合計 千円

様式12-1,12-2
児童扶養手当通知
書、生活保護決定通
知書等（写）

同一生計世帯以外からの
援助、養育費

平成28年分の援助の
年額を記入 千円 千円 千円 千円

生活扶助費
（児童扶養手当、生活保護費

等）

児童扶養手当通知書
や生活保護決定通知
書等をもとに、平成28
年分の受給額を記入

千円 千円 千円 千円

提出書類等

退職金
退職所得の源泉徴収
票をもとに控除後の金
額を記入

千円 千円 千円 千円

様式11
退職所得源泉徴収票
（写）

所得種別 備考 （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　） （続柄：　　　　）

様式14
保険金、資産譲渡
金、山林所有の支払
い証明書等（写）

保険金・資産譲渡等の
臨時所得

支払証明書等をもとに
控除後の金額を記入 千円 千円 千円 千円
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● 大学の入学金免除、授業料免除申請状況

● 他の奨学金受給・申請状況　（貸与型奨学金、一時金等も含む）

年 月 から

年 月 まで

年 月 から

年 月 まで

年 月 から

年 月 まで

年 月 から

年 月 まで

● 高校について

年 月 から

年 月 まで

● 高校1年次から3年次の間の学業成績

●　趣味・特技・性格

免除される範囲 提出書類

支給団体名 奨学金名 月額（一時金の場合は金額） 受給期間
状況

（いずれか選択）

 □ 未定
 □ 全額免除
 □ 半額免除

入学金免除決定書（写）
※現時点で提出不可の場合は、
入手次第速やかに提出すること

 □ 未定
 □ 全額免除
 □ 半額免除
 □ 一部免除

授業料免除決定書（写）
※現時点で提出不可の場合は、
入手次第速やかに提出すること

種別

入学金免除

前期授業料免除

状況（いずれか選択）

 □ 申請中（　　　　月　　　　日決定予定）

 □ 免除決定済（　　　　月　　　　日決定）

 □ 申請中（　　　月　　　日免除決定予定）

 □ 免除決定済（　　　月　　　日免除決定）

円
   ・受給中
   ・申請中
　 ・受給決定済

日本学生支援機構
□一種
□二種
□併用

円
   ・受給中
   ・申請中
　 ・受給決定済

平均スコア

　　　　／　段階評価中

学校名 所在地（都道府県） 在学期間

円
   ・受給中
   ・申請中
　 ・受給決定済

円
   ・受給中
   ・申請中
　 ・受給決定済
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● 学習計画等（スペースが足りない場合、別紙（A4版）を添付してもよい）

　（1）2017年度JT国内大学奨学金を必要とする理由（経済的観点から記載のこと）

　（2）高校時代に力を入れて取り組んだ事（学業、部活動等）
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【記入上の注意】
申請者本人が日本語で記入すること。タイプ入力する場合は、印刷時に文字が切れないよう注意すること。

以  上

　（3）大学在籍中にやりたい学習や研究について

　（4）将来の夢、大学卒業後はどのような仕事をしたいか（その理由）
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年 月 日

公益財団法人 日本国際教育支援協会 理事長　殿

● 推薦する学生の情報　（2017年4月時点）

(西暦： 年 4 月入学 ） ( 西暦： 年 月 卒業予定）

● 大学担当者連絡先

〒 -

2017

部署

以 上

電話

E-mail氏名

　下記の者は、本学において審査の結果、2017年度JT国内大学奨学金（大学推薦）の受給者として適格であると認め
たので、「2017年度JT国内大学奨学金（大学推薦）募集・推薦要項」に基づき、関係書類を添えて推薦します。
　なお、受給者として採用された際は、本学による送金手数料等の負担を含め、奨学金支給事務に協力します。

氏名

住所

学科学部

学籍状況

1 年次

[様式2]

国籍・地域 日本

2017年度　JT国内大学奨学金（大学推薦）　推薦書

学長名

（フリガナ）

ローマ字

大学名

公印

記
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